
２０２１年７月２１日 

東急線アプリでバリアフリー関連情報のワンストップ提供サービスを開始します 

 ～全駅におけるホームと車両乗降口の段差・隙間に関する情報の提供は大手民鉄初～ 

東急電鉄株式会社 

 

 当社は、ユニバーサルなサービスの進化に向けて、さまざまな取組みを推進していますが、今般、７月２１日よりス

マートフォン向けアプリ「東急線アプリ」にて東急線全駅（※）のホーム上のバリアフリー関連情報をワンストップで確認

できるサービスを開始します。 （※）世田谷線・こどもの国線を除く 

 

 今回、ホームと車両乗降口の段差・隙間（以下、「段差・隙間」という。）に関する情報を大手民鉄で初めて当社ホーム

ページおよび東急線アプリにて公表します。バリアフリーガイドラインに定める段差・隙間の目安値（以下、「目安値」と

いう。）を満たす車両ドアから乗降することで、よりスムーズにご利用いただけるようになります。また、段差・隙間に関

する情報に加えてエレベーター、エスカレーター、階段、ホーム屋根、車いすスペースの位置を一画面で確認すること

ができ、ご利用前に乗車駅と降車駅のこれらの情報をあわせてご確認いただくことで、お客さま自身でより便利な乗降

口を事前に選んでいただけるようになります。 

   

また、当社ではさらなるバリアフリーへの対応として、駅構内においては、エレベーター内などのバリアフリールート

上にも段差・隙間に関する情報を掲示するとともに、ホーム上では、目安値を満たす箇所が一目でわかるよう、目安値

を満たし、かつ車いすスペースのある車両ドア（※１）の乗降口に、ピンク色のシンボルサインを対象箇所全てに掲示

しました。さらに、当社はこれまでも転落防止などを目的として、くし型状ゴムを設置しており、２０２１年度は、３駅４箇

所に設置しました。これにより東急線のホームの約４２％（※２）が目安値を満たしました。今後も、より安全・安心な駅

を目指し、引き続き段差・隙間の縮小に向け、取り組みを推進していきます。 

（※１）当社車両を基準としており、一部車両や混雑状況、ホーム形状等により目安値を満たさない場合があります 

（※２）一箇所でも目安値を概ね満たしている箇所があるホーム数 

 

 当社は東急線全駅において、ホームドア・センサー付固定式ホーム柵、多機能トイレ、バリアフリールートが整備され

ており、また駅係員・乗務員のサービス介助士取得率１００％（新規配属者などは除く）など、ハード・ソフト両面からユ

ニバーサルなサービスの取り組みを推進してきました。今後もあらゆるお客さまがご利用しやすい鉄道として、共生社

会の実現に貢献していきます。 

 本取り組みの詳細は別紙の通りです。 

以  上 

 

 

 

 

 



（別紙） 

■段差・隙間に関する取り組み 

（１）東急線全駅の段差・隙間に関する情報 

  〇当社ホームページ （URL：https://www.tokyu.co.jp/railway/service/barrier_free/maintenance/） 

※６月から公表しています。 

  〇東急線アプリ （操作イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）段差・隙間を縮小する工事 

各列車の車いすスペースのある車両ドアの乗降口（目安値を満たす各ホーム１箇所）（※１）において、くし型状ゴム

を整備し、可能な限りホームと車両の隙間を縮小する工事を進めています。２０２１年度は以下の４箇所にて設置が完

了しました。 

整備箇所：田園都市線/渋谷駅１番線、桜新町駅２番線  大井町線/大井町駅１・２番線 

                 
                               乗降口におけるくし型状ゴムの設置例 

（３）段差・隙間の情報をホーム上の乗降口などに掲示 

  当社では目安値を満たす車いすスペースのある車両ドアの乗降口（各ホーム１箇所）（※２）にピンク色のシンボル

サインを掲示しています。あわせてエレベーターなどのバリアフリールート上においても段差・隙間の情報を掲示して

います。 

        

（※１）国土交通省にて定める「公共交通機関の旅客施設・車両等・役務の提供に関する移動等円滑化整備ガイドライン」（2019年10月改定）

において車いすご利用のお客さまの単独乗降と列車走行の安全確保を両立するホームと車両乗降口の段差・隙間について、段差３ｃ

ｍ・隙間７ｃｍを当面の目安値として定めています。 

（※２）当社車両を基準としており、一部車両や車両の混雑状況、ホーム形状等により目安値を満たさない場合があります。 

https://www.tokyu.co.jp/railway/service/barrier_free/maintenance/


  

（参考） 

■東急線アプリによる情報提供 

「東急線アプリ」では最新の運行情報、運休や遅延など生じた際の迂回ルート検索、リアルタイムな列車走行

位置などの情報を提供しています。 

また、「混雑の見える化」として、車両別混雑度の表示、東急線全駅における改札口周辺の様子を配信する「駅

視-vision（エキシビジョン）」や、定期券うりばの待ち時間がわかる「定期券駅視-vision（エキシビジョン）」など、情

報配信の強化に努めています。「バリアフリー」としては、東急線全駅の構内図やホーム図、東横線・目黒線の車

両ごとの車いすスペース位置・優先席の位置を表示しています。 

 
（１）混雑の見える化 

「時刻表」から 

列車時刻を選択していただくと、該当列車の一編成ごとの混雑度および車両ごとの混雑度が確認できます。 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
※全路線（世田谷線・こどもの国線を除く）：一編成ごとの混雑度表示 

東横線・目黒線・田園都市線        ：車両別混雑度表示  

  

「列車走行位置」から 

リアルタイムな列車走行位置をご覧いただきながら、車両ごとの混雑度をはじめとする車両情報も確認できま

す。 

 

※東横線・目黒線：車両ごとのフリ

ースペース位置・優先席位置・混雑度の傾向値を表示 

田園都市線   ：混雑度の傾向値(一部車両で、リアルタイム混雑度・車内温度・弱冷房車位置を表示) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
「改札混雑度(駅視-vision)」から 
東急線全駅の各改札口の混雑度をリアルタイムで確認できます。 

 
 
 
（２）バリアフリー情報 
「構内図」から 
 駅構内やホーム出口などを事前チェックすることで、スムーズに駅を利用できます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

以上 


